承認申請書

令和　　年　　月　　日
（あて先）かなざわ新町家普及促進協議会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住所　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者連絡先）

　　かなざわ新町家として宣伝することについて承認を受けたいので、次のとおり申請します。

	建物名
	

	住宅の所在地
	金沢市

	住宅の種別
	□新築（注文住宅）　□新築（建売住宅）　□改修
□設計のみ　　　　　□販売　　　　　　　□その他（　　　　　　　）

	敷地面積
	　　　　　　　　　㎡

	建築面積／延床面積
	建築面積　　　　　㎡　／　延床面積　　　　　㎡

	構造・階数
	

	建築主
	(任意)

	設計者
	

	施工者
	

	工事の期間 (予定)
	令和　　年　　月　　日から　令和　　年　　月　　日まで



　設計コンセプト・ポイント
	







　添付書類：かなざわ新町家チェックシート、配置図、平面図、立面図、完成パース、周辺写真等
 

かなざわ新町家チェックシート別 紙


　　取り入れた「金澤町家の知恵」にチェックしてください。（○印は必須項目。）

	指　針
	設計のポイント
	金澤町家の知恵

	指針１
まちに
住まう
	①空間の連続性に配慮
する
	○ まちの連続性に配慮した配置とする

	
	
	□ 庭の配置を隣地と合わせて設ける

	
	②交流を楽しむ空間を
つくる
	□ 庇や下屋などで軒下の半屋外空間をつくる

	
	
	□ まちに開いた半公共空間をつくる

	
	
	□ 土間空間を活かす

	
	③まちの気配を感じる
	□ 格子を設ける

	指針２
まちなみに
とけこむ
	①まちの地割を活かす
	□ 地割を活かしたスケール感とする

	
	②まちなみをつなぐ
	○ 地域の特性に応じたまちなみとする

	
	
	□ 周辺の建物と壁の位置、軒の出、高さを揃える

	
	
	□ 周辺の建物と塀や植栽の配置を揃える

	
	③まちの歴史を継ぐ
	○ 地域の金澤町家の特徴を踏まえた外観デザインを
取り入れる

	指針３
環境に
配慮する
	①風や光をコントロール
する
	□ 風や光の通り道を上手くつくる

	
	
	□ 庭の植栽で光の量を調節する

	
	②雨や雪に対応する
	○ 勾配のある屋根にする

	
	
	□ 釉薬瓦を使用する

	
	
	□ 軒や庇の長さを工夫する

	
	③涼しさを演出する
	□ 土間を設け、涼しく過ごす

	指針４
四季を
楽しむ
	①四季を感じる庭と
眺める場所をつくる
	□ 庭を設ける

	
	
	□ 庭を縁側などから眺める

	
	②季節のものを飾れる
場所をつくる
	□ 棚、床の間など飾れる場所を設ける

	
	③季節に応じた
しつらえにする
	□ 季節に応じて建具替えを行う

	
	
	□ 庭木に雪吊りをする

	指針５
長く大切に
使う
	①長く住まう工夫をする
	□ 可動式の戸で空間を柔軟に使う

	
	
	□ 暖簾、屏風で緩やかに視線を遮る

	
	②自然素材の質感・変化を
楽しむ
	□ 自然素材を取り入れる

	
	③木を使う・木を活かす
	□ 木造の軸組構造で建てる

	
	
	□ 真壁づくりで造る

	
	
	□ 傷んだ部分は補修して使う

	
	
	□ 古材、古建具、古家具を再利用する

	指針６
和を嗜む
	①床座での生活を楽しむ
	□ 畳を取り入れる

	
	②匠の技を楽しむ
	□ 職人の技を取り入れる

	
	
	□ 壁や天井を工夫する

	
	
	□ 障子を取り入れる

	
	③伝統的な生活文化を
楽しむ
	□ 掛け軸や工芸品を楽しむ空間をつくる

	
	
	□ 生け花や茶の湯を生活に取り入れる


　　※各項目の詳細は、「かなざわ新町家ガイドブック(本編)」を参照してください。
　　　　→ かなざわ新町家の普及促進（金沢市公式ホームページ）
　　　　　 https://www4.city.kanazawa.lg.jp/soshikikarasagasu/rekishitoshisuishinka/gyomuannai/1/32096.html


　　該当する地区・区域等にチェックし、地区・区域名を記入するとともに、
[bookmark: _Hlk236936249]　　届出等の状況にチェックしてください。

	地区・区域等
	届出等の状況

	□伝統環境保存区域　 → □歴史文化象徴区域（　　　　　　　　　　地区）
　　　　　　　　　　　　□伝統的町並み区域（　　　　　　　　　　地区）
　　　　　　　　　　　　□川筋景観区域　　（　　　　　　　　　　地区）
　　　　　　　　　　　　□旧街道街並み区域（　　　　　　　　　　地区）
	□届出済　□不要

	□伝統環境調和区域　 → □景趣調和区域　　（　　　　　　　　　　地区）
　　　　　　　　　　　　□景観調和区域　　（　　　　　　　　　　地区）
	

	□近代的景観創出区域 → □金沢駅周辺区域　（　　　　　　　　　　地区）
　　　　　　　　　　　　□都心軸区域　　　（　　　　　　　　　　地区）
　　　　　　　　　　　　□商業業務区域　　（　　　　　　　　　　地区）
	

	□伝統的建造物群保存地区 → □東山ひがし地区　□主計町地区
　　　　　　　　　　　　　　□卯辰山麓地区　　□寺町台地区
	□申請済　□不要

	□景観地区　　　　　 → □長町地区
	□申請済　□不要

	□こまちなみ保存区域 → □里見町区域　　　□旧新町区域
　　　　　　　　　　　　□大野町区域　　　□水溜町区域
　　　　　　　　　　　　□旧天神町区域　　□旧御歩町区域
　　　　　　　　　　　　□旧蛤坂町区域　　□旧彦三一番丁・母衣町区域
　　　　　　　　　　　　□金石区域
	□届出済　□不要

	□寺社風景保全区域　 → □寺町寺院群区域　□小立野寺院群区域
	□届出済　□不要


　　　　※設計のみの場合は、想定する建築敷地について記入してください。
　　　　※地区・区域等は、「金沢市まちづくり支援情報システム」で確認できます。
　　　　　　　→ https://www2.wagmap.jp/kanazawa-mss/Portal


　　建築基準法に基づく建築確認申請について記入してください。

	建築確認申請
	□申請不要
□申請が必要 → □確認済　□申請中　□申請予定
　　　　　　　　※申請書提出先（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　※確認済や検査済を受けている場合は、下記も記入してください。
　　　確認済証番号　　令和　　年　　月　　日　　第　　　　　　　　号
　　　検査済証番号　　令和　　年　　月　　日　　第　　　　　　　　号


　　　　※改修の場合は、改修工事に係る建築確認申請について記入してください。
　　　　　　（既存建物の新築時等の建築確認申請については記入不要です。）
　　　　※設計のみを行う場合は、「申請不要」としてください。



　　かなざわ新町家関連ホームページ等における公表の可否について記入してください。

　【いずれかにチェックしてください。】
　・本申請内容の公表　　　　　　　　　　　　　　□ 公表可　　□ 公表不可

　【公表可の場合は、下記事項の公表可否についてもチェックしてください。】
　・建物名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （公表します）
　・住宅の所在地（町丁名まで）　　　　　　　　　 （公表します）
　・住宅の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　 （公表します）
　・敷地面積・建築面積・延床面積　　　　　　　　□ 公表可　　　□ 公表不可
　・構造・階数　　　　　　　　　　　　　　　　　 （公表します）
　・建築主（個人の場合は名字イニシャルのみ）　　□ 公表可　　　□ 公表不可
　・設計者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□ 公表可　　　□ 公表不可
　・施工者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□ 公表可　　　□ 公表不可
　・工事の期間　　　　　　　　　　　　　　　　　 （非公表）
　・建築確認申請・確認済証番号　　　　　　　　　 （非公表）
　・設計コンセプト・ポイント　　　　　　　　　　 （公表します）
　・配置図・平面図　　　　　　　　　　　　　　　 （非公表）
　・立面図もしくは完成パース　　　　　　　　　　 （公表します）
　・写真（工事完了後に提出）　　　　　　　　　　□ 公表可　　　□ 公表不可

　（注意）公表可の場合は、事前に必ず建築主等の承諾を得てください。




